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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　平成３０年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼新規入所及び通所利用者に関しては、本人の
状態や家庭状況、緊急性等のニーズを踏まえて、
関係者会議を実施し決定することとなっている。平
成３０年度は新規入所利用者の受け入れはなかっ
たが、通所利用者１名を新規に受け入れている。
▼短期入所・日中一時支援においても、本人・ご家
族の緊急的な利用や保護者のレスパイトとしての
活用など、児童と成人の利用調整等に配慮しなが
らより多くの方が利用できるよう、また心地よい時
間を過ごしていただきリピーターとしてもご利用い
ただけるよう努めた。

主要施設

激しい行動障がいを有する自閉症者（児）及びその家族に対する入所、通所による支援を提供し、その
自立を目指す。

知的障害者施設入所支援（入所３０名短期入所６名）　生活介護事業（４４名）　自立訓練事業（６名）
体育館　作業館　自閉症・発達障がい支援センターおがる　交流スペース

非公募

社会福祉法人はるにれの里

平成29年（2017年）4月1日～令和3年（2021年）3月31日

２　指定管理者

事業概要

目的

名称

指定管理者評価シート

事業名 札幌市自閉者自立支援センターゆい運営管理費 所管課（電話番号） 保健福祉局保健福祉部障がい福祉課（211-2936）

開設時期

１　施設の概要

名称 札幌市東区東雁来12条4丁目1番5号

３２８，０５５㎡平成17年11月1日 延床面積

○ゆいが果たすべき役割
を目指すためのキーワー
ドとして「最前線と最高峰
をめざして」を掲げ、その
ために「支援力を上げる」
「組織力を高める」「人間
力を磨く」という３つの観
点からの取り組みを進め
た。共通言語を持つこと
がひとつの事業体として
の方向を維持する上で有
効であったと考える。年
度末には、キーワードを
振り返り次年度の計画に
繋げている。

○平成30年度は、北区に
あるグループホームへ移
行された利用者の日中
活動先として１名を新規
に受け入れた。日中活動
のスペースは更に手狭な
状況となっているが、利
用希望者には見学や面
談の場を設定し、そうした
現状も含めて丁寧にお伝
えしているつもりである。

３　評価単位

指定期間

業務の範囲

指定単位

施設数：２

複数施設を一括指定の場合、その理由：共通の目標の下、それぞれ支援を行うなど、極めて関連性の
深い業務を行っており、また、一体の施設（建築物）であり、施設の維持管理等に関する業務を統括して
行うことで業務の効率化が図られるため。

非公募の場合、その理由：管理期間中の管理が良好であると認められたことから、札幌市福祉施設条
例第１３号第２項及び札幌市自閉症・発達支援障害支援センター条例第６条第２号の規定に基づき非公
募とした。

募集方法

項　目 実施状況

▽　管理運営に係る基本方針の策定

（１）統括管
理業務

1　業務の要求水準達成度

▼法人理念のひとつである「重たい障がいがあっ
ても地域の中で自分らしく生活を送ることができる
よう事業運営する」ということを全職員が念頭に置
き、個別支援計画に基づきながら「地域の暮らし」
の実現に向かうという基本方針は変わっていな
い。
▼平成３０年度は、当センター（以下、ゆい）にとっ
て、札幌市の指定管理者業務４期目（平成２９年４
月１日～令和３年３月３１日）に入ってる。福祉を取
り巻く時代の流れは変わるが、ゆいの最も大きな
使命は、利用者が地域の生活に戻れるためのさま
ざまな取り組みを続けることである。

・基本方針に則
り、適正に管理運
営がなされてい
る。
・激しい行動障が
いを有する自閉
症者が地域の中
で生活を送るた
めの組織力及び
支援力向上に向
けた取組は特に
高く評価できる。
・利用者処遇向
上及びスタッフの
負担軽減のた
め、パート職員の
増員を図ったこと
は高く評価でき
る。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

複数施設を一括評価の場合、その理由：共通の目標の下、それぞれ支援を行うなど、極めて関連性の
深い業務を行っており、また、一体の施設（建築物）であり施設の維持管理等に関する業務を統括して
行っているため。

指定管理者
の自己評価

札幌市自閉症者自立支援センターゆい 所在地

施設維持管理業務、施設事業計画及び実施業務、施設利用承認等業務

所管局の評価

施設数：２

知的障害者施設入所支援　生活介護事業　自立訓練事業　自閉症・発達障がい支援センターの運営
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▼ガスの使用に関しては従来通り、冷暖房の空調
やパネルヒーターで使用する冷温水を各所へ送る
プログラム操作の一括管理を行うことでファンやポ
ンプ系の稼動減・ボイラーの稼動減を推進し省エ
ネに努めた。また、年間通してフラットな使用量に
より割安になるプランでガスの利用契約をし、平成
28年度からは季節に応じた使用を前提とした契約
に変更している。ガス使用量は前年度比で約１０%
減で使用量を抑制できた。水道に関しても前年度
比３％減の節水となった。
▼ガソリン・軽油の使用に関しては利用者さんの特
性から送迎時の配慮が必要なことも多くあり、使用
量が増加した。
▼各エネルギー・資源の節約に関しては、各所の
節電（既に電球・蛍光管の間引きは実施済）・廃棄
物の減量・リサイクル（「裏紙の再利用」「ダンボー
ル・ペットボトル・缶をリサイクル業者へ搬出」等）に
努めた。

○　平成３０年度は前年
度比でガスは10%減、電
気は約５%減で、ガソリン
は１４%増、軽油は１２%
増、水道は３%減であっ
た。

▼入所のABCブロックにおいては、夜勤体制があ
るため、全員が集まることは難しい。ABCブロック
だけでなく生活介護も含め、月に２回管理職も加
わったスタッフミーティング、ユニットカンファレンス
を定例化するよう日程の調整に努めた。また、不
適応行動の出現に対しては、早期に情報の共有を
行えるようグループウェアやメール等を活用し、少
人数でのケースカンファを開くよう心掛けた。平成３
０年度は、ゆいでは１名の利用者に対し外部のコ
ンサルテーションを受け、記録の取り方や余暇時
間の組み立て方など応用行動分析の学びを深め
ることが出来た。
▼新人職員と先輩職員がコンビとなってフォローし
ていくバディ制度を平成２７年度から開始してい
る。平成３０年度はバディ期間を６か月とした。月に
２回ある運営カンファレンスで、バディの状況を確
認するだけでなく、新職員ミーティングを６月に開
催し３か月間の振り返りをおこなった。また８月に
先輩バディミーティングを開催し、それぞれの先輩
バディの工夫を話し合った。適切なサポートができ
ていたと感じている。
▼スタッフの負担を減らすだけでなく、新たな人材
発掘にもつながるような期待も込めて、パートの増
員を図った。昨年度に引き続き野菜館に主婦パー
ト２名を継続雇用し、更に新規で学生パートを１名
導入した。
▼人材育成を推進するための研修機会として、ゆ
い塾を年４回開催した。いづれも４日間続けて同じ
内容の研修を４回開催することで、シフト上参加で
きない状況を緩和し全職員の参加を目指した。そ
の他、座学である法人内研修や、実践的な内容で
ある他事業所を訪問し、支援の実際を体験する研
修も実施した。

○ゆいが大切にしたいこ
との中で「組織力を高め
る」というキーワードで全
職員に説明している。運
営カンファレンスは各リー
ダーの運営参加意識をさ
らに高める場であり、リー
ダー・サブリーダー会議も
各チームで時間を見つけ
ながら行われている。
○サブリーダーのミーティ
ングも年２回開催するこ
とができた。リーダーを交
えず、サブリーダーだけ
の集まりにしている。他
チームでのサブリーダー
の動きについてお互いに
知る機会となった。
○作業委員会・環境向上
委員会・人権余暇委員
会・個別支援計画検討委
員会の委員長ミーティン
グも年２回開催し、各委
員会がゆいの中でどのよ
うな役割を担っているの
か、互いに再確認する場
とした。
○人事異動により新しく
配属された職員も多い中
で、危機意識を持つだけ
でなく、学びを深めようと
する意識もあるため、そ
の想いが継続されるよう
後押しをしていきたい。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、
従事者の確保・配置、人材育成）
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▼社会人としての成長を促すために、平成３０年度
は「朝夕の打合せは手を止めて聞く」「時間を守る」
を重点目標とした。少しずつの積み重ねが大事で
あると考えており、今後は今までの重点目標の振
り返りも含め、目標の設定をしていきたい。
▼【月曜日～交通安全、火曜日～あいさつ、水曜
日～人権、木曜日～清掃・整理整頓、金曜日～エ
コ】と、朝の打ち合わせ時に確認したり週案表に記
載したりして意識づけを図った。
▼人権への取り組みとして、平成３０年度は人権
感覚をマヒさせないことを第一に、人権チェックリス
トの確認と、その結果を踏まえたグループワークを
おこなった。また「その人らしい部屋づくり」をコンセ
プトにＭＶＰ職員の表彰、パソコンのスクリーンセー
バーを活用した啓発などに取り組んだ。
▼ゆいが大切にしたいキーワード（人として・職業
人として・組織人として）であるゆいバリュー【証】
【和】【快】【続】【安】【暖】について、その意味の確
認と振り返りを全体でおこなった。次年度は、さら
に肉付けをおこない、新たなゆいバリューで進めて
いきたい。

○ゆいが大切にしたいこ
との中で「人間力を上げ
る」というキーワードで全
職員に伝えている。重点
目標を各チームに配布し
掲示した。意識を向ける
ことだけでなく意識しつづ
けるための地道な取り組
みが必要なことである。
○社会人として職業人と
しての成長については、
まだまだこれからだと
思っている。ゆいの中で
大切にしていきたいこと
については、ゆいバ
リューとしてまとめてある
ため、平成３１年度から
は、このゆいバリューを
キーワードにしながら事
業計画を立案遂行してい
こうと考えている。

▼厨房委託及び清掃業務については、窓口担当
職員を決め、日々の現場での作業の確認を行って
いる。また、受託先の担当管理者とはその都度「情
報共有」し、必要に応じて、即座に対応してもらえ
るようにしている。
▼施設設備管理については、点検計画に基づいて
定期的に実施しており、報告書により都度確認し
ている。また、消耗品の交換、機器の不具合につ
いては随時対応している。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼入所ABC各ブロックと生活介護の４チームで３～
４ヶ月ほどで達成可能と思われる実践テーマを設
定し、チーム支援として取り組んできた取り組んだ
内容を職員会議の場で発表する機会も設けること
が出来た。チーム支援が浸透し、各チームの取り
組みにより進化が見られている。
▼法人内研修やおがる主催の研修に、複数の職
員が参加した。また強度行動障害支援者養成研修
についても、受講生やファシリテータとして参加し、
多くの学びを得ることが出来た。
▼ゆいの実践報告会を開催した他、北摂杉の子会
様や横浜やまびこの里様、函館侑愛会様とのコラ
ボレーションセミナー、ホームページへの寄稿な
ど、自分たちの実践を報告する場を多数設けてき
た。
▼外部研修（虐待に関するもの、強度行動障害に
関するものなど）にも可能な限り職員を派遣し、そ
れぞれのスキルアップやチームへの還元を意図し
た。また、法人内事業所への研修派遣も実施し、
外部研修と合わせ、多くの職員が何かの研修に参
加することができた。

〇　施設利用者の特性
上、多くの配慮が必要な
施設であることから、調
理業務については、食塊
や調味料の調整、清掃に
ついては、利用者の行動
に配慮した作業を実施し
ている。施設設備管理に
ついても、出入りする利
用者さんへの配慮、作業
日や時間の調整など細
心の注意を払って対応し
ている。

○ゆいが大切にしたいこ
との中で「支援力を上げ
る」というキーワードで全
職員に伝えている。各
チーム年間で３つのテー
マに取り組むことができ、
チームで考える意識が高
まっている。それぞれの
取り組みを交流するため
に、職場内スレッドを活用
したり事務所内の掲示
コーナーでの報告をおこ
なった。
○ゆい塾に関しては、
「自閉症の基礎理解（５
月）」「グループホームの
実践から学ぶ（８月）」「コ
ミュニケーション、誤嚥の
予防と対応（１１月）」「ゆ
いバリューの振返り、感
染症を学ぶ（２月）」の４
回を開講することができ
た。
○法人内でもさまざまな
研修がゆいを会場に行
われている他、ゆい独自
の職員研修も充実したも
のとなっていると感じてい
る。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正
確保、受託者への適切監督、履行確認）
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○できるだけ分かりやす
くなるような工夫（パワー
ポイント、専門用語を使
わない、明確なビジョンな
ど）と、地域貢献のため
に、ゆいができそうなこと
など、意見交換をするこ
とができた。

協議・報告内容

第１回
平成３１年
３月２日

１．平成３０年度運営状況報告
２．平成３０年度事業報告
３．平成３１年度の展望
４．意見交換

　以上の件について、報告・助言い
ただいた。

＜協議会メンバー＞

札幌市保健福祉部障がい福祉課運営指導係 係
長／自閉症児支援センター 施設長／北海道自閉
症協会 副会長／札幌市東区東雁来連合町内会
会長／特別養護老人ホームひかりの　施設長／
（有限） カラーズ 代表／（社福）はるにれの里 理
事長／事務局（所長・事務長・業務課長）

　札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる
においては、平成３１年２月２２日に連絡協議会を
開催し、平成３０年度の取り組みについての報告
と、次年度の展望についての意見交換を行ってい
る。参加者は、札幌市ピアサポーター、ペアレントメ
ンター事務局、札幌市基幹相談支援センターワン
オール、札幌市自立支援協議会（各専門部会）、
札幌市精神保健福祉センター、子ども発達支援総
合センター、札幌市教育センター、札幌市教育委
員会、札幌市知的障がい者更生相談所まあち、札
幌市児童相談所、札幌市子ども未来局、ハロー
ワーク札幌、北海道障害者職業センター、札幌弁
護士会、北海道警察本部生活安全部少年課、札
幌弁護士会、札幌市障がい福祉課の方々であっ
た。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会
等の開催）

開催回

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼資金管理については、「施設入所・生活介護会
計」・「発達会計」の２会計による拠点区分間経理
を行っている。また、監事監査による「内部監査」に
加え、会計事務所による「外部監査」も受けてい
る。
▼施設の現金等の取扱いについては、「法人経理
規定」に、利用者小遣いについては、「親和会規定
（親の会）」に基づき処理している。親和会は、年２
回の監査を受けている。
▼平成２７年度から、新「社会福祉法人会計基準」
に移行している。平成２８年度からは、新会計基準
により適した「財務ソフト」にバージョン・アップし、
固定資産管理(減価償却費計算）を法人自らが行う
ようになった。財務ソフトについては既に消費税Ｕ
Ｐ（10％）に対応している。

○資金管理については、
規定に従い厳正処理して
いる。ゆい・おがるに関し
ては、外部の会計事務所
のコンサルの指導に基づ
き、また、「親和会」につ
いては、保護者監査、職
員複数名により精査を
行っている。現金及び通
帳、印鑑の管理について
も、複数が関与しなけれ
ば取り扱えないシステム
とし、不正防止に努めて
いる。

○平成３０年度は苦情は
あげられていない。
保護者との懇談等で寄せ
られた不安や心配につい
て、実際にどのようなやり
とりを行い、その解決を
図ったのかをお伝えし、
保護者の方とのやりとり
の在り方について第三者
委員の方に助言をいただ
いた。

▽　要望・苦情対応

▼第三者委員として利用者相談員を３名（外部）を
委任している。年度末に委員会を開催し、一年間
の要望・苦情等に関して報告し、助言指導をいただ
いている。また、委員の方には施設内も見ていた
だき、処遇向上のための貴重な意見をいただく機
会とした。
▼利用者やそのご家族からの要望に関しては、年
３回、個別支援計画をもとにした個別懇談会を実
施し、支援の内容等も家族とともに確認しながら
行っている。また、毎年保護者の方向けにアン
ケート（満足度調査）調査も実施している。

4



様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

〇平成３０年度は避難訓
練（日中想定、夜間想
定）、防災関連機器講習
を実施し、火災発生（想
定）場所を毎年変更し、
避難経路の確認などをお
こなった。また、救急救命
法の講習も実施し、怪我
や心肺蘇生（心臓マッ
サージやＡＥＤの使用方
法）を学んだ。
〇地震発生の教訓から、
情報伝達の方法や、非常
災害物品、食料、飲料水
などの備蓄、車両や発電
機の燃料確保に向けて
確認した。
町内役員の方と情報交
換し、一定期間ゆい２階
のフロアを携帯充電など
ができるよう開放し、また
法人の授産科目である
椎茸を町内の方にお配り
をした。
〇水害に対しての避難訓
練を実施し、利用者への
配慮すべき点などを確認
した。

▼札幌市への月次報告を行っている。また、実地
指導を年１回受け、業務の改善について逐次助言
を受けられるようにしている。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

○平成３０年度は産休や育
休、有給を取得する職員が
半数以上いるということは、
少なくとも取りにくい雰囲気
ではないと考えている。
○職員数に余裕があるわ
けではないが休日希望に
できる限り応えている。常
に見守りを必要とする利用
者への支援が業務ではあ
るが休憩時間の確保にも
努めていることは、まだま
だ努力の余地があるとは言
え、職員も理解してくれてい
るように思う。

▼緊急時の対応マニュアル（火事・震災・衛生・感
染・入浴・事故など）を整備し、スタッフミーティング
等で職員の啓発を常に行っている。また、深夜火
災への対応シミュレーションは重点的に実施してい
る。
▼北海道胆振東部地震の教訓から、情報共有の
体制や停電の対策を検討しているところである。特
に停電に関しては、発電装置の設置について札幌
市と協議を進めている。その間も地震が発生する
可能性に対し、発電機を４台リースし保管してい
る。
▼河川の氾濫に備えての水防計画を作成し、職員
による避難シミュレーションとそれに基づいた利用
者訓練を実施した。
▼防犯対策として、不審者侵入時の対策について
の整備を進め継続している。１）正面玄関を人が通
るとセンサーが事務室内で作動する　２）入所棟・
通所棟への入口は外側からはカギがなければ入
れないようにしている　３）建物周辺に監視カメラを
設置し事務室にモニターを置く
▼利用者による建物への破壊行為等物損に関し
ては、損害保険加入を各個人にお願いをし、対応
している。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、
自己評価の実施）

・仕様書に基づ
き、適正に施設
の維持管理がな
されている。

・仕様書に基づ
き、適正に施設
の維持管理がな
されている。

▼職員には、年間公休日１０５日以上を保証してい
る。
▼勤務シフトの作成にあたっては本人の休日希望
を優先しており、連続した休日の希望についてもで
きる限り応えるようにしている。
▼職員に対しては、時間外労働や夜勤業務を行っ
た場合、それぞれ法定割合以上の割増賃金を支
払っている。
▼パート職員の時給は、最低賃金８３５円（平成３
０年１０月１日発効）を上回る９５０円の時給を支給
している。
▼年に１回定期健康診断を実施している。深夜業
に従事する労働者には、６か月に１回の定期健康
診断を実施した。
▼産休や育休に入る女性職員が毎年数名いる
が、妊娠がわかった時点で、勤務に無理がかから
ないように配置等の変更をすぐに行うようにしてい
る。また、子育て中の職員に対しても、可能な限り
配置上の配慮を行っている。
▼就業規則や利用できる休暇制度などを入所ＡＢ
Ｃブロック、生活介護、事務所に置いてあり、それ
ぞれの職員がいつでも確認できるようにしている。
▼セクハラやパワハラに対する相談窓口がある。
▼メンタルヘルスについてのチェックや講座を職場
内で行った。
▼嘱託職員から正職員への登用試験について、
毎年実施している
▼休憩スペースを建物内に設け、飲み物やお菓子
などを置いている。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
○ 主催研修である「発達
障がい講座」は初任者ク
ラスに対応したスタート、
経験者クラスのスタン
ダード、リーダークラス向
けのアドバンスと研修内
容を体系化した。また個
別支援計画の雛形であ
る「みらくる」を作成し研
修で活用することでより
日々の実践につながる内
容へと改良している。
○ホームページついては
発達障がいにかかわる
研修の一元管理をすす
めている.。
○機関コンサルテーショ
ンは障害福祉サービスに
かかわらず、教育、労働
などさまざま機関からの
依頼を受けており年々増
加している。

○　施設は開設から１３
年が経過しており、経年
劣化個所がかなり目立ち
始めてきていることから、
引き続き市へ相談しなが
ら改修（修繕）を進めてい
きたい。

▼札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる
では、ご本人・ご家族・支援者の方々への相談支
援、発達支援、就労支援、機関コンサルテーション
などを行っている。その件数については、（５）の項
で示す。

▼清掃、施設設備点検は第三者委託のとおり。
▼警備については、暗証番号による電子錠、防犯
カメラの設置（H29設置）により対策を行っている。
▼老朽化が著しかった厨房の冷蔵庫1台が市予算
にて調達され、厨房設備の改善が図られた。
▼入所エリア、通所エリアともに建具の破損が多
かったが、居住等空間の質を維持するため、でき
るだけ修繕を進めた。原因は老朽化及び扉の激し
い開閉と思われる。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる
では、ホームページ等で自閉症や発達障がいに関
する情報や他機関主催の研修会情報などを随時
お知らせしている。
▼札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる
では、世界自閉症啓発デイイベントに協力してい
る。平成30年度は新さっぽろサンピアザ光の広場
にて、多くの方に啓発することができた。また、秋に
はカラフルブレインアートフェスを開催しているが、
毎年協力させていただいている。

▽　自閉症や発達障がいに関する相談業務

▽　防災

・自閉症者自立
支援センターに
おける激しい行
動障がいを有す
る自閉症者の地
域移行への取組
のほか、自閉症・
発達障害支援セ
ンターにおける当
事者の家族、支
援者等への支援
を目的とした研修
やホームページ
等により、自閉
症・発達障がい
に対する情報等
の普及啓発活動
を実施している点
が特に高く評価
できる。

（4）事業の
計画・実施
業務

▽　自閉症・発達障がいに関する学習機会の提供業務

▽　自閉症・発達障がいに関する情報収集及び提供業務

▼札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる
では、平成３０年度実績で、主催または共催研修
50 回（1038人）・講師派遣229回（5863人）を実施し
ている。

▼今年度も例年通り、避難訓練を行い、防災設備
のしくみ・少ない人数で避難する場合の職員間の
連携事項などを確認し、防災時に具体的な行動が
できるよう訓練した。
▼９月６日北海道胆振東部地震が発生した。
当センターの建物、設備の損壊等の被害は無かっ
たが、電気により施設設備が稼働する建物であっ
たため、全てのライフラインが停止した。スプリンク
ラー設備の自家発電はあるが、ライフライン用の自
家発電機が無いことから、早期設置が必要であ
る。
　食料等の供給については、委託業者等の迅速な
対応、備蓄品があったため滞りなく対応できた。

○　地震対応としては、
施設職員等による迅速な
行動により、利用者に不
便がないよう対処でき
た。今後、福祉避難所と
しての役割機能が求めら
れていることから、自家
発電装置の設置につい
て、引き続き市と協議し
ていきたい。

6



様式
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

108.8% 108.8%

▽　引継ぎ業務

研修会の企画、発表、見学者への事業説明等、さ
まざまな機会を通して、施設の紹介を行っている。

110.0%

デイ
（生活・
訓練）

599

90

延べ利用日数（日）

就労支援

発達支援

相談支援
件数(件) 1,114

▽　利用促進の取組

稼働率(％)

43

機　　関
コンサル 118

件数(件)

人数(人） 680 500 949

11,315延べ利用日数（日）

372

683

195

587 601利用件数(件)

101.3%

10,842

稼働率(％)

28.1% 31.2%

99.0%

130

12,727 12,640

147

103.3%

稼働率(％)

短期入所

12,636

H30実績

616

利用件数(件)

・自閉症者自立
支援センターに
関しては、概ね計
画通りの事業実
績であり評価でき
る。短期入所の
稼働率は低いも
のの、昨年度か
ら改善しているこ
ともあり、引き続
き稼働率の向上
に向けた取組を
進めていく必要
がある。
・また、自閉症・
発達障害支援セ
ンターに関して
は、計画を上回る
実績となってお
り、業務の要求
水準を十分に達
成している。

○入所は30名定員であ
るが、今期も31名を受け
入れている。生活介護の
定員は44名であるが、51
名の利用がある。自立訓
練枠（6名）の利用実績は
今年もない。生活介護
は、重度の方を少人数の
個別対応に近い体制を
取っているため、これ以
上の受け入れは難しいも
のがある。全てのサービ
スにおいて、前年度に比
べ、入院・外泊等する利
用者も多かったが、ほぼ
前年度並みの「稼働率」
となった。また、短期入所
は、厚別区が承諾した長
期利用者が１名いる。

（5）施設利
用に関する
業務 H29実績 H30計画

372372

31.4%

延べ利用日数（日）

▽　利用件数等

入所 11,091

50

61 30

123

件数(件)

900

利用件数(件)

688

▽　利用件数等（自閉症・発達障がい支援センターおがる）

H29実績 H30計画 H30実績

1,091

人数(人） 9 5 34

15

個別調整会
議 回　　数 147 120

▼インターネット上で法人ホームぺージ及び事業
所のページを掲載している。
http://www.harunire.or.jp/
　ゆいのページでは、随時、イベント報告や実践報
告等をアップしている。おがるのページではさまざ
まな研修会情報をお知らせしている。
▼当施設への見学者であるが、述べ１０９名が来
所されている。北海道教育大学岩見沢校・東北福
祉大学通信科の介護等体験実習を５日間ずつ各1
名を受け入れた。学生実習を受け入れることも自
閉症についての啓発・理解への促進できたのでは
ないかと考えている。

○強度行動障がいを伴う
重度の自閉症の人たち
への対応は全国的な課
題でもあり、見学者から
は、どのように支援を
行っているのか、さらに
地域移行までの展開をど
のように取り組んできた
のか等への関心が多
かった。
○こうした研修を含めた
見学対応の中で、自分た
ちが意見や助言をもらう
場も意識的に設けるよう
にした。

117

件数(件) 1,614 1,000 1,382

58

箇所数

67人数(人）

82

33

（6）付随業
務

▽　広報業務

・各種広報媒体を
利用した活動は
評価できる。
・激しい行動障が
いを有する自閉
症者の地域移行
の実績の高さや
取組内容が高く
評価され、多くの
視察依頼を受け
ていることから
も、広報業務は
適正になされて
いると評価でき
る。

（前回から継続指定のため、引継業務なし）
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

○ゆいの地域移行を進め
る上でゆいの近隣にあるグ
ループホームよもぎの体験
利用を活用している。今年
度は５名の方に実施するこ
とができた（多い方で年間３
６日）。体制の都合上、月に
数回程度の実施に限られ
てしまうという現状はある
が、スタッフも利用者も地域
での生活イメージを持つこ
とができたと同時に、平成３
１年度は地域に戻る取組み
の見通しを持つことが出来
た。
◯日中の時間帯に女性利
用者の活用も行うことがで
きた。男性グループホーム
に女性が宿泊体験すること
の難しさがあるため、日中
帯の活用を今後も取り入れ
ていきたい。
体制の都合上、月に利用
できる頻度が限られてしま
うという現状はあるが、ス
タッフも利用者も確実に地
域での生活に繋がるイメー
ジを持つことができた。

〇　請負作業は継続的に
依頼され、利用者の生産
活動に寄与している。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

２　自主事業その他

▽　自主事業

・適正に事業を実
施している。

▼利用者の生産活動への参加促進という視点から、東区内
の障がい者雇用を促進する野菜の加工業者や札幌市内のリ
サイクル業者から仕事を請け負い、利用者に工賃の還元を
行っている。
▼就労継続支援施設（精神障がいの方が多い）へ軽微な施設
修繕等を依頼し、障がいをもった方に作業をしてもらってい
る。

▼法人内他エリアのグループホームに空き枠が生じているこ
とを受け、その要件に合いそうな利用者の人選と準備を進め
てきた。１月に１名の利用者がゆい生活介護の利用を開始し
ている。
▼中沼に建設をしたグループホーム（ふぉるて・ステラ）に、ゆ
い入所から３名、生活介護から１名が令和元年５月からの移
行を予定している。
▼地域生活に戻るチャンスがあればいつでも手を挙げられる
よう準備をしている。今後も地域生活のシミュレーションを継続
していくというスタンスを維持していきたい。
▼ゆい生活介護の利用者をこれ以上受入れることが難しいこ
とから、新たに生活介護事業所の立上げを計画する予定であ
る。

8



様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼平成３１年１月に、親和会会員家庭にアンケート調査用紙を
郵送した。回答数は２６。

○指定管理におけるアン
ケート項目　３〉　職員接
遇・９〉　総合満足度の項
目結果がとてもよい・よい
が１００％　の結果となっ
た。全職員及び親和会総
会にて回答結果を示して
いる。

・要求水準を10％
以上超える満足
度であり、非常に
高く評価できる。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

〈質問　1〉　当センターを利用して、利用者さん〈お子様〉の状態像は改善してきたと感じますか？

5.　とても感じる 6 名

4.　感じる　　　　　　　 19 名

3.　変わらない           1 名

2.　やや悪くなった　　　　 0 名

1.　悪くなった           0 名

〈質問　２〉当センターの建物の管理と清掃は行き届いていますか？

5.　とてもよい　　　　　　　 11 名

4.　よい　　　　　　　　　 13 名

3.　ふつう　　　　　　　  2 名

2.　あまりよくない              0 名

1.　悪い                    0 名

〈質問　３〉当センターの職員の接遇に関してどのように感じましたか？

5.　大変よかった        14 名

4.　まあよかった                12 名

3.　ふつう　　　　　　　 0 名

2.　あまりよくなかった    0 名

1.　悪かった                     0 名

〈質問　４〉当センターの自閉症や発達障がいの人に対する支援の考え方をどう思いますか？

5.　とてもよい              15 名

4.　よい　　　　　　　　　 10 名

3.　ふつう　　　　　　　　 1 名

2.　あまりよくない　　　　 0 名

1.　悪い　　　　　　　　 0 名

裏面もございます。

23%

73%

4% 0% 0% 5. とても感じる

4. 感じる

3. 変わらない

2. やや悪くなった

1. 悪くなった

42%
50%

8%
0%

0% 5. とてもよい

4. よい

3. ふつう

2. あまりよくない

1. 悪い

54%46%

0% 0%
0%

5. 大変よかった

4. まあよかった

3. ふつう

2. あまりよくなかった

1. 悪かった

58%
38%

4%
0%

0%

5. とてもよい

4. よい

3. ふつう

2. あまりよくない

1. 悪い

〈質問　５〉個別支援計画に係る懇談の無いように満足していますか？

5.　とても満足している　　　 8 名

4.　満足している　　　　　 14 名

3.　ふつう　　　　　　　　 4 名

2.　あまり満足していない　 0 名

1.　悪い　　　　　　　　　 0 名

〈質問　６〉職員は利用者さんやご家族の相談をよく聞いていますか？
5.　とても良く聞いてくれる 11 名

4.　よく聞いてくれる　　　 14 名

3.　ふつう　　　　　　　　　　 1 名

2.　あまり聞いてくれない　　 0 名

1.　聞いてくれない　　　　　 0 名

〈質問　７〉日常生活において、利用者さんの健康面については配慮されていると思いますか？

5.　とても配慮されている　 13 名

4.　配慮されている　　　　　 11 名

3.　ふつう　　　　　　　　　　 1 名

2.　あまり配慮されていない　 1 名

1.　配慮されていない　　　　　 0 名

　

　 　　

　 　　　　　

　 　　　　　　　　　　

　 　　

　 　　　　　

　

　 　　　

　 　　　

　 　　　　　　　　　

　 　　　　

　 　　　　　　

　　

　　

　

31%

54%

15%
0%

0%

5. とても満足している

4. 満足している

3. ふつう

2. あまり満足していな
い

42%
54%

4%
0%

0%

5. とても良く聞いてく
れる
4. よく聞いてくれる

3. ふつう

2. あまり聞いてくれな
い

50%42%

4% 4%

0%

5. とても配慮されてい
る
4. 配慮されている

3. ふつう

2. あまり配慮されてい
ない
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〈質問　８〉利用者さんの余暇が充実するよう配慮されていると感じますか？

5.　とても配慮されている　　 6 名

4.　配慮されている　　　　　 15 名

3.　ふつう　　　　　　　　　　 5 名

2.　あまり配慮されていない　　 0 名

1.　配慮されていない　　　　　 0 名

〈質問　９〉当センターの総合的な満足度は次のどれにあてはまりますか？

5.　とても満足している　　　 12 名

4.　まあ満足している　　　 14 名

3.　ふつう　　　　　　　　　 0 名

2.　少し不満を感じる　　　　 0 名

1.　不安を感じる　　　　　　 0 名

○健康や生活の質が向上できるような「習慣」を作ることをしてほしい

　　これは、その後のＧＨへ移行しても続くように連携してほしい

○これからもみなさんのご指導で本人が一日一日楽しくやりがいのある

　　日々を過ごしてほしいと願っています

○成年後見制度のことを知りたいです

〈質問　１０〉当センターに対するご意見やご要望がありましたら、お書きください。

※アンケートのご協力ありがとうございました。

23%

58%

19%
0%

0%

5. とても配慮されてい
る
4. 配慮されている

3. ふつう

2. あまり配慮されてい
ない

46%54%

0%
0%

0%

5. とても満足している

4. まあ満足している

3. ふつう

2. 少し不満を感じる

1. 不安を感じる
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
〇今年度は、人件費その
他の費用の見込み「減」
等もあり、当初予算より
大幅な利益を計上するこ
とができ、安定した経営
の１年であった。

〇但し、説明にもある通
り、来年度は「重度障害
支援加算Ⅱ」の経過措置
が終了するため、今期の
大きな利益は来年度の
経営の原資になるべきも
のである。

7,693

▽　説明

9,105 7,693

0

利益還元 0

自主事業支出 0

（千円）

313,266 1,455

指定管理費

18,868 29

差（決算-計画）

収入 311,811 313,266

純利益 1,412 9,105

▲ 6,238

H30決算

1,455

法人税等

1,412

利用料金 18,839

274,201

304,161

1,426

自主事業収入 0

310,399

その他

４　収支状況

支出 304,161 ▲ 6,238

　収入においては、「指定管理費」は前年度に比べ、2,711千円
増額されている。計画に対して、「利用料金」は29千円の増。
「その他」の収入は1,426千円の増となっている。「その他」の
収入には『自立支援給付費収入』が含まれており、今年度、報
酬単価が2～4点引き上げられていることも影響している。イン
フルエンザの流行(生活介護）も最低限に抑えられたことも収
入確保につながっている。
　支出に関しては、「指定管理業務支出」が計画より6,238千円
少なくなっている。これは「人件費支出」が産休・育休職員によ
り、▲3,900千円減少していることと、「給食費」が仕入れ業者
の入替等により、▲1,230千円減少したこと等に起因する。
　結果として、計画より7,693千円多い9,105千円の純利益を計
上することができた。通常であれば、この純利益は減価償却
積立金に回すべきものであったが、翌年度の「重度障害支援
加算Ⅱ」の経過措置が終了する見込みであることを受けて資
金を留保することとした。

・自閉症者自立
支援センターで
は経費の縮減に
努め、計画を上
回る収益となり、
自閉症・発達障
害支援センターと
の連結収支も良
好であることから
り、安定的な運営
が図られている。

20,197 20,197 0

▽　収支

項目 H30計画

指定管理業務収入 311,811

272,775

指定管理業務支出 310,399

収入-支出
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収入-支出

支出

〇業務が多忙のため、
パート等２名を含む、計８
名の職員で事業を維持し
ている。

〇経験豊富な職員が異
動になれば、当然「人件
費」は増加する。今期は、
見込み通りの赤字決算と
はなっているが、根幹と
なる業務との位置付けか
ら、やむ無しと考えた上
での収支結果である。

0

▽　説明

　収入では、「指定管理費」は前年度に比べ、2,084千円増額さ
れている。また、他の収入としては、地域支援機能強化事業
の委託費5,030千円、本部からの「繰入金収入」1,020千円があ
る。「その他の収入」の差額は、機関支援時の交通費等の「雑
収入」等であるが、ほぼ予算通りとなっている。
　支出の予算差異に関しては、「職員賞与」が見込み増（173
千円）となっている他、支援センターのおがる負担分の「レンタ
ルサーバー代」117千円、法定福利費の見込み増等がある。
　結果として、計画より収入は135千円の増、支出も652千円の
増となり、残念ながら1,775千円の純損失を計上することとなっ
た。

純利益 ▲ 1,258 ▲ 1,775 ▲ 517

利益還元 0

法人税等 0

自主事業支出 0

収入 37,656 37,791 135

▲ 1,258 ▲ 1,775 ▲ 517

利用料金 0 0 0

652

その他 7,801 7,936 135

自主事業収入

38,914 39,566 652

指定管理業務支出 38,914 39,566

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応するようにしている。

▽　安定経営能力の維持 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマ
ン条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼法人全体では黒字経営が続いており、ゆいとおがるの経営
に万が一の危機が生じたとしても十分に助けられるだけの能
力を有している。

適

▽　収支（発達会計：おがる） （千円）

項目

・安定した運営を
保持している。

・各条例を順守
し、適正に対応し
ている。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

指定管理業務収入 37,656 37,791 135

指定管理費 29,855 29,855 0

H30計画 H30決算 差（決算-計画）
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

　札幌市自閉症者自立支援センターゆいの使命
は、「地域生活へ戻す」取り組みの推進や不適応行
動に対する予防の視点を持ち家庭生活等へのサ
ポートをすることである。この使命に向かって進む
キーワードとして「最前線と最高峰をめざして」を掲
げ、そのために「支援力を上げる」「組織力を高め
る」「人間力を磨く」という３つの観点からの取り組み
を進めることとしている。
　「地域に戻す」という使命に関しては、昨今の福祉
を取り巻く状況もあり、思うように新規グループホー
ムの建設が進んでいないが、送り出すためのスタン
バイは常にしており、平成３０年度は地域へ戻すた
めの準備を進めた。具体的には、東区中沼にグ
ループホームを建設し、次年度早々にもゆいから３
名の入所利用者を、生活介護から１名の利用者を
送り出す予定とした。また、当法人のグループホー
ムの空き室に１名の利用者が入居され、それに伴い
日中活動をゆいの生活介護で受け入れた。その
他、家庭生活等へのサポートとして、新規で短期入
所を利用いただく方について、今後も継続してご利
用いただくため、事前に情報をもらい一定時間の利
用からスタートし、徐々に時間を延ばし、最終的に一
泊利用の流れをとっている。他利用者との相性や性
別への配慮、児童と成人の住み分けなどにも配慮し
短期入所のご利用をすすめた。平成３０年度の新規
利用は、児童４名、成人２名であった。また緊急の
利用については、日程の調整を付けることが難しく、
２名の利用（５日間、６日間）となった。
　短期入所を利用いただくにあたり、一定の手続き
でアセスメントが取れるよう、受け入れ側の効率化
を図るための協議を始めている。
　また、地域を支えるという視点から、法人で隣接地
を購入し、新生活介護事業の新設を計画している。
在宅の方々を生活介護部門で受け入れる枠がない
現状を打破することと、緊急ショートステイ事業の展
開が地域への貢献につながると考えている。現在、
設計の詰めと、人材確保に向けて協議を進めてい
る段階である。それにより、職員の確保は必須であ
るが、ゆいの生活介護部門の枠を空けることがで
き、在宅の方々をゆいで受け入れることが可能にな
る。
　３つの観点に関してであるが、「支援力を上げる」
ひとつとして、一名の利用者を対象に、外部コンサ
ルテーションを受けることが出来た。応用行動分析
をベースに、データの取り方や利用者の適切な行動
が強化されるような視点について学ぶことが出来
た。
　「組織力を高める」取り組みとして、人権・余暇委員
会を通しての懇親会や動画作成、環境向上委員会
から美化活動や利用者の部屋をその人らしくコー
ディネートするための企画など、ゆい全体を通して
平成３０年度も元気の出る企画を多数行うことがで
きた。そして「人間力を磨く」取り組みとして、作業委
員会から利用者のアート作品の商品化推進、カラフ
ルブレインアートフェスティバル等でゆいのアート作
品を展示することが出来た。
　ゆいにおいては、各ブロックや生活介護、４つの委
員会を中心として、医療・栄養・事務・地域等、利用
者の方々の生活を支える関係スタッフとの協働が日
常的に行われている。権利擁護や人権感覚を養う
ためのグループワーク、専門スキルや職業人とし
て、また医療の基本的な知識を高めるための研修、
関係スタッフとのケースカンファレンスなど活発に行
われている。スタッフの日頃の努力と奮闘に敬意を
表したい。

　札幌市自閉症者自立支援センターゆいの使命として、行動上
の問題に対する予防的な支援と地域生活の実現を掲げている。
そのための具体的な骨子を共通言語として打ち出すことで、職
員全体の意識をまとめていきたいと考えている。

最前線と最高峰をめざして
◇地域に戻る取り組み
　＠４名の人たちが地域に戻る年
　　→グループホームステラ（東区中沼）
　　→新たな入所利用者の受け入れ
　　　日中活動のスペースを考慮して
　＠よもぎの体験利用
　　→移行シミュレーションに基づいた計画的利用
　　→女性利用者や日中のみの利用など利用方法の工夫
◇バックアップ施設としての役割
　＠グループホーム支援体制維持の５年見通しを作成
◇地域の方々へのサポート
　＠ショートステイの効率化（アセスメント）を図る
　　　緊急利用前の事前利用をすすめる
　＠生活介護事業所東区新設についての計画を具体的に
　　 すすめる
◇地域への貢献
　＠支援者実習の受け入れ
　＠町内会活動への参画とゆいイベントへの招待
　＠無理なくできる地域貢献を検討する

ゆいバリューに基づく実践
◇「証」　根拠に基づくチャレンジをする
　　　＠個別支援計画の新たな書式運用を浸透
　　　＠ゆい塾の効果的活用
　　　　　　学び、プレゼン力、医療知識など
　　　＠全員が何らかの研修に参加できるように
　　　　　　座学、ワークショップ、法人内の事業所研修など
　　　＠プレゼン力を磨くため発表の場を確保する
◇「和」　チームとして一流をめざす
　　＠チーム支援（年３回程度）によるチーム力アップと全体
       への還元
　　＠新職員のためのエルダーメンターシステムとその振
       り返り
　　＠機能的な組織となるよう各職員の役割を具体化
◇「快」　きれいなゆいを常にめざす
　　＠修繕や整備予算の確保
　　　　破損修復や予防のための整備など計画的な修繕
        をすすめる
　　＠職住分離を進めるための支援プランづくり
◇「続」　最強の支援力はコツコツである
　　＠ゆいバリューの確認と振り返り
　　＠人権意識の向上に関する取り組みを継続
　　＠ヒヤリハットからディスカバリー（発見）報告への転換
       と定着化
　　＠誤薬防止への強い意識と啓発活動
◇「安」　やわらかくおだやかな雰囲気のある職場でありたい
　　＠年３回程度の余暇企画とセルフチェックの実施継続
　　＠夜間避難や水防対策の訓練と課題の検証
　　＠各種書類の重要性と書き方のレクチャー
◇「暖」　私たちの好感度が上がれば、利用者さんの好感度も上
がる
　　＠アートで工賃を還元できることをめざした取り組みを深化
      ・発展
　　＠既存の商品に付加価値を付ける視点でのアート展開
　　＠社会人（職業人）としての
　　　　マナーアップについての取り組みを継続
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【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

自閉症者自立支援センターは、強い行動障がいを有
する利用者に対して、専門的かつ模範的な取組を
行っており、高く評価できる。また、地域移行において
は、法人が運営するグループホームの体験利用等の
積極的な活用により、地域移行の推進を図っている点
も評価できる。この他、スタッフの負担を減らすだけで
なく、新たな人材発掘にもつながることも考慮して、昨
年度に引き続き、パート職員の増員を図ったことは高
く評価できる。
自閉症・発達障害支援センターは、研修等を通じ、自
閉症・発達障がいに関する普及・啓発活動を積極的に
行うなど、本市の基幹支援施設としての機能を十分に
発揮しており、高く評価できる。

全体としては、十分な利用率を確保しているが、短期入所におい
ては昨年度の状況を踏まえ、利用率の向上に取り組んでいると
ころではあるが、引き続き、さらなる利用率の向上の方策を検討
していただきたい。
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